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おわりの くに ひとり ひゃくしょう 

むかし、 尾 張 国に 一 人のお 百 姓が ありました。 あ 

あつ なつ ひゃくしょう みず み まわ 

る 暑い 夏の 日に お 百 姓 は 田の 水 を 見に 回って います 

きゅう くら ま くろ くも 

と、 急に そこらが 暗くな つて、 真っ黒な 雲が 出て きま 

くも いなずま 

した。 する うち 雲の 中から ぴ かリぴ かり 稲妻が はしり 

出して、 はげしい 雷 がごろ ごろ 鳴り 出しました。 や 

おお ゆうだち ひゃくしょう くわばら 

がて ひどい 大 夕立に なりました。 お 百姓 は 「桑原、 

くわばら とな あたま ぽん 

桑原 ごと 唱えながら、 頭 を かかえて 一本の 大きな 木 

に こ ゆうだち とお ま 

の 下に 逃げ込んで、 夕立の 通りす ぎる の を 待って いま 

ま てん ち 

した。 すると 間もなく、 がらがら ッと、 天 も 地 もい つ 



と 思 つ て、 

「じゃあ かわいそう だから 助けて やる。 だが こんど か 

ら 落ちる こと はならない ぞ。 そのたん びに びっくりす 

るから なご 

といって、 許して やりました。 

かみな リ たい 

すると || 田 は大 そう よろこんで、 

「どうもありがとう。 何 かお 礼 を さし 上げたい が、 あ 

なにも き なん もの 

いに く 何も 持って来ませんでした。 何でも ほしい 物が 

あったら いって 下さい。 空に 帰ったら、 きっとお くつ 

て 上げます から ご 

と い いました。 



く グ ュ .3 1 つ こ 

首 を 引き抜こうと しました。 鬼 はび つくりして、 「こ 

れは 驚いた、 とんでもない やつが 出て きた ご と 思つ 

に だ こども おに 

て、 逃げ出そうと しました。 けれど 子供 はしつ かり 鬼 

あたま はな おに くる 

の 頭 をつ かまえて いて 放しません。 鬼 は 苦しま ぎれ 

こども かみ け ま くび ひ 

に 子供の 髪の毛 をつ かんで、 負けずに これ も 首 を 引き 

ぬ ほね お ま おと 

抜こうと 骨 を 折りました。 どちらも 佳 (けず 劣らぬ えら 

ちから リ ようほう あたま ひ ぱ 

い 力でした から、 えい やえい や、 両方で 頭の 引っ張 

りこ をして いるう ちに、 夜が 明け かかって、 鶏が 鳴 

おに あたま 

きました。 すると、 鬼 はび つくりして、 あわてて 頭の 

かわ こども て のこ 

皮 を そっくり 子供の 手に 残した まま、 にげて 行って し 

ま いました。 
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